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道産ニシンの活用に向けた生食用骨軟化技術の開発

背 景

成 果

分担試験場：網走水産試験場
協力機関：厚岸漁業協同組合

経常研究 

期待される効果

非加熱による骨軟化技術を用いた製造方法を道内企業へ普及し、道産ニシンの新たな活用に寄与。

ニシンは小骨が多く喫食しづらいが、ニシンの漁獲量増加に
ともない、生食による高付加価値化が必要である。

32１
道東におけるニシンの
漁獲状況

骨軟化基準の確立
生食用骨軟化フィレー
製造方法の開発

道東ではニシンの漁獲量が増加傾向

１日に数百トン規模で水揚げされるニシン

ニシン小骨の骨軟化基準を確立

酸浸漬で特定の平均骨長以下
にすることで骨軟化達成

原 料

フィレー

酸 浸 漬

凍 結

冷 蔵

酸の浸透による
骨軟化反応

骨軟化処理

高価な設備投資が必要ない
簡易な製造方法を開発

生食時小骨の多さ
が問題(チクチクする)
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問い合わせ先：釧路水産試験場 加工利用部 加工利用グループ 電話：0154-24-7083


